
高岡市における体育館施設のあり方に関する検討会議報告書 概要版

生涯スポーツ施設のあり方

生涯スポーツ活動における施設

●予約システムやスマートロックシステムの導入を進め、
運営方法や運営管理の改善を図るとともに、引き続き施
設の適正な配置に努めていくことが必要

●学校開放事業を知らない市民へより一層の周知を行い、
広くスポーツに参加できる機会づくりが必要

競技スポーツ施設のあり方 持続可能な施設の運営

・同じ日同じ時刻に複数の施設を予約する

・利用しない施設の予約キャンセルがされず、他の利
用希望者が利用できない状況

・学校体育館では障がい者スポーツや競技スポーツの
対応が難しい

・ライフステージやライフスタイルに応じ、ニーズや
レベルに合わせたスポーツ機会の確保が必要

生涯スポーツ活動における施設

誰もが楽しめるインクルーシブなスポーツ施設

誰もが楽しめるインクルーシブなスポーツ施設

●多様な人が集まり、誰もが一緒に活動できる環境整備

●「物理的」「情報面」「心」の３つのバリアフリー化
を図りスポーツができる「場づくり」の充実

●アーバンスポーツやニュースポーツなど、生涯にわた
り多様なスポーツに親しめる環境を提供

・東洋通信スポーツセンターの中長期的利用が見込めない状況。他施設
も今後維持管理費等の増加が避けられない

・東洋通信スポーツセンターを廃止した場合、竹平記念体育館、Ｕホー
ルの２施設で本市のスポーツ活動や競技スポーツ大会等の需要を満たす
ことは難しい

・プロスポーツ等の大会誘致を行う場合は、施設基準を満たす必要があ
ることから、市民ニーズの把握とどのような活用が想定されるかを十分
検討することが必要

計画的な施設の整備

計画的な施設の整備

●既存施設の適正な維持・管理・修繕を行うとともに、施設の計画的な
更新に努めていくことが必要

●早い段階で東洋通信スポーツセンターの代替施設の検討が必要

●スポーツ推進プランに基づき、本市のスポーツ振興を図っていくため
には、将来的な「新しい体育館」の建設は必要。①プロスポーツからア
マチュアスポーツ大会の開催や一般利用までの幅広い活用②市民ニーズ
に基づいた利活用の想定③プロスポーツ大会開催などの賑わいの創出効
果等を踏まえ計画を策定し、建設を進めていく必要

●公共施設の再編への取り組みや人口減少が見込まれる中、竹平記念体
育館・Ｕホールの中長期的利用が可能であり、施設を最大限に利活用す
ることを鑑みれば「新しい体育館」を早急に建設する必要性は低い

●既存施設を最大限活用するためにも「新しい体育館」建設までの段階
的な対応として、竹平記念体育館にサブアリーナ併設が望ましい

テーマ

課 題

考え方

・近年の物価・光熱水費・人件費の高
騰により、施設維持に係る経費が上昇
傾向

・受益者負担の観点から現在無料の施
設について、利用者から一定程度の負
担の検討が必要。現在有料の施設も料
金の見直しの検討が必要

持続可能な施設の運営

持続可能な施設の運営

●限られた財源を有効に活用するため
にも、管理方法の見直しや経費の削減
に取り組んでいくことが必要。

●施設を引き続き維持・管理していく
ためには、受益者負担の観点から、無
料スポーツ施設の有料化に向けての見
直しと、既に利用料金を徴収している
施設についても料金の見直しを進めて
いくことが必要

生涯スポーツ施設についての考え方 競技スポーツ施設についての考え方 持続可能な施設の運営

についての考え方

背 景

市内の体育館施設については、東洋通信スポーツセンターが昭和35年に建設され、他の体育館も昭和56年から平成９年までに建設されており、今後、維持管理費や改修費等
の増大が避けられない状況であり、既存施設の適正な維持・管理・修繕を行うとともに、施設の計画的な更新に努めていく必要があります。

高岡市教育将来構想検討会議では、市民が生涯にわたってスポーツに親しむことのできる場が将来においても提供されるよう「高岡市における体育館施設のあり方」につい
て３つのテーマを設けて議論を重ね、会議としての考え方を取りまとめました。
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１ 検討の背景 

 

高岡市教育将来構想検討会議は、令和５年 10 月 31 日に高岡市教育委員会か

ら「高岡市のスポーツ施設における適切な施設のあり方」について検討の依頼を

受けました。 

 

スポーツ活動が行われている市内の体育館施設の状況を見ると、昭和 35 年に

建設され 60 年以上経過している東洋通信スポーツセンター（市民体育館）をは

じめ、他の体育館施設も昭和 56 年から平成９年までに建設され、令和 10 年か

ら令和 26 年にかけて耐用年数を迎えることとなることから、今後、維持管理費

や改修費等の増大が避けられない状況です。 

また、生産年齢人口の減少に伴う歳入の減少が予想される中、既存施設の適正

な維持・管理・修繕を行うとともに、施設の計画的な更新に努めていく必要があ

ります。 

 

 高岡市教育将来構想検討会議では、市民が生涯にわたってスポーツに親しむ

ことのできる場が将来においても提供されるよう、「高岡市における体育館施設

のあり方」について議論を重ねてきたところです。 

 

 このたび、「高岡市における体育館施設のあり方」について、委員各位にご協

力をいただき、報告書として取りまとめました。 

 本報告書を尊重され、「高岡市スポーツ推進プラン」の基本理念である『スポ

ーツで創る明るく元気な「人」と「まち」』の実現に向けて取り組まれていくこ

とを期待します。 

 

 

 

 

高岡市教育将来構想検討会議 

会 長  宮田 徹 
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２ 体育館施設のあり方に関する検討テーマ 

 本会議では、高岡市における体育館施設のあり方について検討していく上で、

人口推移、市民のスポーツ活動の状況、部活動やスポーツ少年団の加入状況、ス

ポーツ施設の現状や利用状況等を踏まえ、次の３つのテーマを設定し検討する

ことといたしました。 

  

≪検討テーマ≫ 

１ 生涯スポーツ施設のあり方について 

  ・ 生涯スポーツ活動における施設のあり方（学校開放事業） 

  ・ 誰もが楽しめるインクルーシブなスポーツ施設 

 

２ 競技スポーツ施設のあり方について 

  ・ 計画的な施設の整備 

  

３ 持続可能な施設の運営について 
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３ 本市における体育館施設のあり方に関する検討結果 

 

１ 生涯スポーツ施設のあり方について                  

【現状】 

(1) 生涯スポーツ活動における施設（学校開放事業等） 

① 学校開放事業は、地域の誰もが気軽にスポーツ活動を定期的に行える場と

して、学校の体育館を開放しているものであり、各施設の年間を通した利用

予約は、利用調整会議を経て決定されています。 

② 学校開放事業の利用者数は、平成 19 年度 457,987 人から令和５年度

217,020 人となっており、240,967 人（▲52.6%）と大幅に減少しています。 

また、学校開放を行っている体育館面積の合計は、平成 19 年度 39,964 ㎡

に対し令和６年度 36,539 ㎡となっており、3,425 ㎡（▲8.6%）の減少と、

概ね横ばいの状況です。 

③ 学校開放を行っている体育館は現在市内に 34 施設あり、予約率（予約時

間／利用可能時間）は、全体平均で 87.1％となっていますが、稼働率は予約

率より低い状況となっています。 

 

(2)  誰もが楽しめるインクルーシブなスポーツ施設 

① 令和４年度に高岡市が行った「高岡市民の運動・スポーツに関する実態調

査」（以下、「運動・スポーツに関する実態調査」という。）では、「高岡市の

スポーツ推進に関する取り組みについて重要視するもの」についての質問に

対しては、高い割合の回答から順に「地域で身近に利用できるスポーツ施設

の整備」59.5％、「広く市民が参加できる各種スポーツ教室・大会等の開催」

35.0％、「幼児期からの運動習慣の形成促進」35.0%となっており、「障がい

者のスポーツ推進」の回答も 11.7％と比較的高い割合を示しています。こ

れらのことから、気軽に誰もが参画できるインクルーシブなスポーツ施設が

求められていると考えられます。 

②・ 高岡市内で車いすツインバスケットボール、フライングディスク、ボッ

チャを行っている障がい者団体に対して、高岡市が聞き取りを行ったとこ

ろ、障がい者のスポーツ活動の場については、障がいを持った者同士で集

まり、特定の場所で活動を行っている状況でした。 

・ 参加者は、主に「人とのつながりや社会参加」、「障がい者同士の数少な

い交流・情報交換の場」を求めています。 

・ 今後の活動の取り組みの方向性としては、「障がい者に限らず参加を受

け入れる」や「障がいの有無による制限を撤廃する」等、インクルーシブ

な活動に向けての前向きな意向を示しています。 
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(3) 各世代におけるスポーツ機会の確保 

① 運動・スポーツに関する実態調査では、市民が考えている「運動・スポー

ツの重要性」についての質問に対しては、「大切である」31.2％、「まあ大切

である」49.7％と、約８割の市民がスポーツを行うことを重要視しています。 

② また、市民のスポーツ活動の実施状況についての質問に対しては、「週 1

回以上」スポーツを実施している市民の割合は 48.6％であり、５年前（平成

29 年度）に行った同調査の実施率 30.8%と比較すると 17.8 ポイント高くな

っています。 

特に近年はウォーキングやランニング等、一人でも運動を行う人が増える

など、スポーツ活動に対する関心が高まっている状況です。 

 

【課題】 

(1) 生涯スポーツ活動における施設（学校開放事業等） 

・ 生涯スポーツ施設及び学校開放事業の予約において、利用予約をしてい

ても実際には使用されない場合や、同じ日同じ時刻に複数施設での利用予

約を行っている事例が見受けられます。しかし、利用しない施設の予約キャ

ンセルがされないため、他の利用希望者が利用できない状況が発生してい

ます。 

 

(2)  誰もが楽しめるインクルーシブなスポーツ施設 

・ 市民が最も身近に生涯スポーツ活動を行う場である学校開放事業は、施

設数や予約状況から現状では充足していると考えますが、学校体育館では

障がい者スポーツや競技スポーツへの対応が難しい状況です。 

 

 

(3) 各世代におけるスポーツ機会の確保 

・ 市民のスポーツ活動に対する関心が高まっている状況の中で、市民それ

ぞれのライフステージやライフスタイルに応じてのニーズやレベルに合わ

せたスポーツを行う機会の確保に努めていくことが必要です。 
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生涯スポーツ施設についての考え方 

(1) 生涯スポーツ活動における施設（学校開放事業等） 

・ 学校開放事業の現状（34 施設・予約率 87.1%）においては、概ね地域

住民のニーズに応えられている状況であると考えられます。今後は、生涯

スポーツ施設全体の考え方として、既存の施設をより多くの市民が効率的

に利用できるよう、予約システムやスマートロックの導入を進めるなど、

管理方法や運営方法の改善を図るとともに、引き続き施設の適正な配置に

努めていくことが望ましいと考えます。 

一方で、学校開放事業を知らない市民への、より一層の周知を行うこと

で、広く市民がスポーツに参加できるよう努める必要があると考えます。 

 

(2) 誰もが楽しめるインクルーシブなスポーツ施設 

・ スポーツを通じて、年齢、障がいの有無、国籍等を問わず多様な方が集

まり易く、誰もが一緒に活動ができる環境を整備されることが望ましいと

考えます。 

また、インクルーシブな視点を持ち、既存施設の「物理的なバリア」「情

報面のバリア」「心のバリア」の３つのバリアフリー化を図り、スポーツ

ができる「場づくり」を充実させていくことが必要であると考えます。 

 

(3) 各世代におけるスポーツ機会の確保 

・ 誰もが無理なく気軽にいつまでも豊かなスポーツライフを送ることが

できるよう、スポーツ教室、健康運動教室やイベント等を充実することで、

スポーツに触れる機会を提供していくことが必要であると考えます。 

また、近年若年層を中心に関心が高まっているアーバンスポーツや、年

齢・体力に関わらず誰もが楽しめるニュースポーツなど、市民が生涯にわ

たって多様なスポーツに親しむことができる環境を提供することが必要

であると考えます。 
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２ 競技スポーツ施設のあり方について                  

【現状】 

(1) 計画的な施設の整備 

① 市内のすべての体育館施設の状況を見ると、昭和 35 年に建設された東洋

通信スポーツセンター（市民体育館）以外の施設も、昭和 56 年から平成９

年までに建設され、年数が経過していることから、今後、維持管理費や改修

費等の増大が避けられない状況であると考えます。 

② 競技スポーツ施設として位置付けている、東洋通信スポーツセンター（市

民体育館）・竹平記念体育館・ふくおか総合文化センター（U ホール）アリ

ーナの３施設においては、土・日曜日及び祝日には、各種の大会や練習会、

イベントが開催されており、余裕がない状況です。 

③ 県内の他市においては、メインとサブアリーナが併設された体育館施設を

保有していますが、本市の上記３施設はメインアリーナのみです。 

④ 各種競技団体（県協会、県連盟）が開催する県大会レベルの大会は、ほと

んどが本市以外で開催されており、本市で開催されている大会は、バドミン

トン、卓球競技のみとなっています。 

⑤ プロスポーツ等の競技については、県内にバスケットボール、バレーボー

ル、ハンドボール、バドミントンのチームがありますが、本市の体育館で試

合を行っているのはバドミントン、ハンドボールの２競技のみで、開催回数

は合計２回となっています。 

【課題】 

(1) 計画的な施設の整備 

① 第２期高岡市スポーツ推進プランの基本理念に掲げる、「する」「みる」「さ

さえる」の各々のスポーツ施策を行っていく上で、競技スポーツ施設として

位置付けている３施設のうちの一つである、東洋通信スポーツセンター（市

民体育館）は、老朽化（築 60 年以上経過）により中長期的な利用が見込め

ない状況です。 

② 竹平記念体育館とふくおか総合文化センター（Ｕホール）アリーナの２施

設については、国税庁の耐用年数表に定める耐用年数を迎えるまで約 20 年

あることから中長期的な利用が可能な施設であると考えられますが、東洋通

信スポーツセンター（市民体育館）を廃止した場合、２施設だけでは本市の

スポーツ活動や競技スポーツ大会の開催等に対する需要を満たしていくこ

とは難しい状況です。 

③ 市内の全ての体育館施設の状況を見ると、東洋通信スポーツセンター（市

民体育館）以外の施設も昭和 56 年から平成９年までに建設され、年数が経

過していることから、今後、維持管理費や改修費等の増大が避けられない状

況です。 
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④ 第２期高岡市スポーツ推進プランの基本理念に掲げる「みる」スポーツを

推進していくうえで、子ども達に夢を持ってもらえるようなプロスポーツ等

の試合を開催できる施設がない状況です。 

⑤ 現在、プロスポーツであるバスケットボールの B.LEAGUE やバレーボー

ルの SV.LEAGUE では、大会の開催に求められる施設基準があります。市

内でプロスポーツ等の大会誘致を行う場合、施設基準を満たすとともに、利

用者である市民ニーズの把握と、どのような活用が想定されるかを十分検討

することが必要です。 

 

競技スポーツ施設についての考え方 

(1) 計画的な施設の整備 

・ 市民が生涯にわたってスポーツに親しむことのできる場が将来におい

ても提供されるよう、既存施設の適正な維持・管理・修繕を行うとともに、

施設の計画的な更新に努めていく必要があります。 

・ 東洋通信スポーツセンター（市民体育館）の中長期的な利用が見込めな

いことを踏まえると、早い段階での東洋通信スポーツセンター（市民体育

館）の代替施設の検討が必要と考えます。 

・ 高岡市スポーツ推進プランに基づき、本市のスポーツ振興を図っていく

ためには、将来的な「新しい体育館」の建設は必要であると考えます。「新

しい体育館」は、①プロスポーツやアマチュアスポーツの大会開催から、

一般利用までの幅広い活用、②市民ニーズに基づいた利活用の想定、③プ

ロスポーツ大会などの開催による賑わい創出の効果等を踏まえ計画を策

定し、建設を進めていく必要があると考えます。 

・ 一方で、公共施設の再編への取り組みや、人口減少が見込まれる中で、

現状では、竹平記念体育館やふくおか総合文化センター（Ｕホール）につ

いては、国税庁の耐用年数表に定める耐用年数を迎えるまで約 20 年ある

ことから中長期的な利用が可能であり、「新しい体育館」を早急に建設す

る必要性は低い状況であると考えます。 

・ 以上のことを踏まえると、既存施設を最大限活用するためにも、「新し

い体育館」の建設までの段階的な対応として、竹平記念体育館にサブアリ

ーナを併設することが望ましいと考えます。 
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３ 持続可能な施設の運営について                    

【現状】 

① 本市の体育館施設における収支の状況は、すべての施設においてマイナス

収支となっている状況です。 

② 市民に最も身近なスポーツ活動の場である学校開放体育館は、本市では無

料としていますが、県内 15 市町村中、８市町においては有料としています。 

また、本市の学校開放体育館以外の生涯スポーツ施設についても、７施設中

５施設が無料施設となっています。 

 

【課題】 

① 近年の物価・光熱水費・人件費の高騰などにより、施設維持に係る必要経費

が上昇傾向となっています。 

② 持続可能な施設運営のためには、受益者負担の観点から現在無料で利用で

きる施設について、利用者に対して、一定程度の負担を求めることについて検

討する必要があります。併せて、現在有料の施設についても、料金の見直しに

ついて検討する必要があります。 

 

 

持続可能な施設の運営についての考え方 

・ 施設の維持に係る必要経費が上昇傾向となる中、限られた財源を有効に活

用していくためにも、管理方法の見直しや、経費の削減に取り組んでいくこ

とが必要と考えます。 

 

・ 市民が継続的にスポーツを楽しむことができるよう、施設を引き続き維 

持・管理していくためには、受益者負担の原則の観点から、無料スポーツ施

設の有料化に向けての見直しを進めるとともに、既に利用料金を徴収してい

る施設についても料金の見直しを進めていくことが必要と考えます。 
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【資料編】 
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１ 高岡市における体育館施設のあり方に関する検討の経過 

 (1)  高岡市教育将来構想検討会議委員名簿（50 音順）【◎会長 〇副会長】 

氏名 所属 

神野 賢治 富山大学教育学部 准教授 

○喜多 進 公益財団法人高岡市スポーツ協会 会長 

坂林 彩未 高岡市PTA連絡協議会 副会長 

菅野 克志 高岡商工会議所 副会頭 

杉山 智充 高岡市中学校長会 会長 

大門 信吉(R5) 

山口 ひろみ(R6) 
高岡市小学校長会 会長 

橘 一代 高岡市スポーツ推進審議会委員 

藤田 晴久 高岡市連合自治会 副会長 

◎宮田 徹 富山短期大学 副学長 

山崎 美恵子 NPO法人遊Ｕクラブ 副理事長 

吉田 学 高岡地区高等学校長会 会長 

米田 恵樹 高岡青年会議所 専務理事 
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 (2) 検討会議の概要 

① 第１回（令和５年 10 月 31 日） 

会議次第 本市におけるスポーツ環境の現状について 

１ 本市のスポーツ環境を取り巻く社会環境の変化 

２ 市民のスポーツ活動の状況 

３ 本市のスポーツ施設の現状 

 

② 第２回（令和５年 12 月 27 日） 

会議次第 競技スポーツ施設のあり方について 

１ 競技スポーツ施設の現状 

２ 競技スポーツ施設の利用状況 

 

③ 第３回（令和６年６月 11 日） 

会議次第 今後の高岡市教育将来構想検討会議の進め方について 

生涯・競技スポーツ施設のあり方について 

１ スポーツ施設の必要性について 

２ 生涯スポーツ活動における施設の水準 

３ 競技スポーツにおける施設の水準 

 

④ 第４回（令和６年７月 22 日） 

会議次第 生涯・競技スポーツ施設のあり方について 

持続可能な施設の運営方法のあり方について 

 

⑤ 第５回（令和６年９月 27 日） 

会議次第 高岡市における体育館施設のあり方に関する報告書（案） 

     について 
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２ 本市における体育館施設等について 

(1)生涯スポーツ施設及び競技スポーツ施設 ※耐用年数は、耐用年数表（国税庁）より 

（鉄筋コンクリート造：47 年、鉄骨造：34 年） 

 施 設 名 

・所在地 

・中学校区 

設置年 

経過年数 

耐用年数※ 

敷地面積 

建物延床面積 

アリーナ面積 

（㎡） 

施設収支状況（Ｒ４年度：千円） 

収入① 支出② 収支 

（①-②） 

１ 【競技スポーツ施設】 

東洋通信スポーツセンター

（高岡市民体育館） 

・古城 1-8  

・志貴野中校区 

昭和 35年 

63年 

47年 

3,975 

4,571 

1,887 
※観客席 2,200席 

10,055 22,006 △11,951 

２ 【競技スポーツ施設】 

高岡市竹平記念体育館 

・早川 222-1 

・高岡西部中校区 

平成 8年 

27年 

47年 

18,369 

6,092 

1,900 
※観客席 2,000席 

14,448 31,731 △17,283 

３ 【競技スポーツ施設】 

ふくおか総合文化センター 

アリーナ 

・福岡町大滝 44 

・福岡中校区 

平成 9年 

26年 

47年 

15,334 
※ふくおか総合

文化センター全

体面積 

3,544 

1,517 
※観客席 466席 

※アリーナ・フ

ィットネス合算 

9,575 

※アリーナ・フ

ィットネス合算 

26,252 

※アリー

ナ・フィッ

トネス合算 
△16,677 

 

４ 【生涯スポーツ施設】 

高岡市万葉スポーツセンタ

ー 

・伏木本町 1-24 

・伏木中校区 

昭和 56年 

42年 

34年 

3,383 

1,058 

727 

2,365 8,203 △5,838 

５ 【生涯スポーツ施設】 

山王トレーニングセンター 

・福岡町江尻 50-1 

・福岡中校区 

平成元年 

34年 

34年 

 

4,003 

620 

620 

0 
※使用料無料 

157 △157 

６ 【生涯スポーツ施設】 

高岡市福岡Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター体育館 

（柔剣道場、温水ﾌﾟｰﾙ併設） 

・福岡町三日市 579-1 

・福岡中校区 

平成元年 

34年 

34年 

12,628 
※福岡 B&G海洋

センター全体面

積 

2,792 
※福岡 B&G海洋

センター建物全

体面積 

837 

※施設全体額

（体育館使用料

無料） 

18,844 

55,562 △36,718 

７ 【生涯スポーツ施設】 

西五位トレーニングセンタ

ー 

・福岡町上向田 41-1 

・福岡中校区 

平成 3年 

32年 

34年 

1,824 

620 

620 

0 
※使用料無料 

620 △620 
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 施 設 名 

・所在地 

・中学校区 

設置年 

経過年数 

耐用年数※ 

敷地面積 

建物延床面積 

アリーナ面積 

（㎡） 

施設収支状況（Ｒ４年度：千円） 

収入① 支出② 収支 

（①-②） 

８ 【生涯スポーツ施設】 

赤丸トレーニングセンター

（赤丸公民館と併設） 

・福岡町赤丸 676 

・福岡中校区 

  

昭和 57年 

41年 

47年 

6,331 
※赤丸公民館敷

地含む 

539 

539 

0 
※使用料無料 

2,263 
※併設赤丸公民館

との按分額 

△2,263 
 

９ 【生涯スポーツ施設】 

大滝トレーニングセンター 

（大滝公民館と併設） 

・福岡町大滝 849 

・福岡中校区 

  

昭和 62年 

36年 

34年 

6,423 
※大滝公民館敷

地含む 

572 

572 

0 
※使用料無料 

1,751 
※併設大滝公民館

との按分額 

△1,751 
 

10 【生涯スポーツ施設】 

戸出コミュニティセンター 

体育館 

・戸出町２丁目 13-４ 

・戸出中学校区 

平成 25年 

10年 

47年 

6,781 
※戸出コミュニ

ティセンター施

設全体面積 

811 

811 

 3,019 
※施設全体額 

24,569 
※施設全体額 

△21,550 

 

 

(2)学校体育館施設 

【小学校】※耐用年数は、耐用年数表（国税庁）より（鉄筋コンクリート造：47年、鉄骨造：34年） 

 学校名 

・所在地 

体育館延床

面積（㎡） 

設置年 

経過年数 

耐用年数※ 

１ 成美小学校 体育館 

・京町1番1号 

1,081 昭和55年 

43年 

47年 

２ 博労小学校 体育館 

・博労本町5番1号 

  

1,164 昭和 53年 

45年 

47年 

３ 高陵小学校 体育館 

・中川町5番1号 

  

1,040 昭和54年 

45年 

47年 

４ 下関小学校 体育館 

・東上関8番地 

  

961 平成元年 

34年 

47年 

５ 高岡西部小学校 体育館 

・横田町３丁目４－１ 

（第１体育館） 

 2,748 
平成６年 

 

47年 

６  （第２体育館） 

936 
昭和60年 

 

47年 
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 学校名 

・所在地 

体育館延床

面積（㎡） 

設置年 

経過年数 

耐用年数※ 

７ 万葉小学校 体育館 

・二上町1100番地 

  

801 昭和54年 

44年 

47年 

８ 伏木小学校 体育館 

・伏木東一宮17番1号 

  

1,147 昭和34年 

64年 

34年 

９ 古府小学校 体育館 

・古府元町4番1号 

  

800 昭和53年 

45年 

47年 

10 能町小学校 体育館 

・能町南2丁目110番地 

  

1,055 昭和52年 

46年 

47年 

11 南条小学校 体育館 

・佐野3838番地 

  

1,004 昭和47年 

51年 

47年 

12 二塚小学校 体育館 

・二塚1260番地 

  

930 昭和50年 

48年 

47年 

13 野村小学校 体育館 

・野村405番地 

  

1,309 平成30年 

５年 

47年 

14 牧野小学校 体育館 

・中曽根246番地 

  

861 昭和47年 

51年 

47年 

15 太田小学校 体育館 

・太田4619番地 

  

576 昭和40年 

58年 

47年 

16 五位小学校 体育館 

・柴野内島202番地 

  

971 令和５年 

１年 

47年 

17 戸出東部小学校 体育館 

・戸出大清水33番地 

  

1,157 平成22年 

13年 

47年 

18 戸出西部小学校 体育館 

・戸出町5丁目11番1号 

  

1,014 平成27年 

８年 

47年 

19 中田小学校 体育館 

・常国418番地 

  

950 昭和40年 

58年 

 

20 木津小学校 体育館 

・木津312番地の1 

  

748 昭和57年 

41年 

47年 

21 福岡小学校 体育館 

・福岡町大野15番地 

  

2,142 平成25年 

10年 

47年 
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 学校名 

・所在地 

体育館延床

面積（㎡） 

設置年 

経過年数 

耐用年数※ 

22 国吉義務教育学校前期課

程 

・佐加野2384 

695 昭和62年 

36年 

47年 

 

【中学校】※耐用年数は耐用年数表（国税庁）より（鉄筋コンクリート造：47年、鉄骨造：34年） 

 学校名 

・所在地 

体育館延

床面積

（㎡） 

設置年 

経過年数 

耐用年数※ 

１ 高陵中学校 体育館 

・高陵町 4番 1号 

  

1,222 昭和 62年 

36年 

47年 

２ 高岡西部中学校 体育館 

美幸町 2丁目 4番 1号 

  

1,222 昭和 61年 

37年 

47年 

３ 南星中学校 体育館 

・木津 1395番地 

  

1,384 平成６年 

29年 

47年 

４ 志貴野中学校 体育館 

・広小路 7番 1号 

  

1,602 平成元年 

34年 

47年 

５ 芳野中学校 体育館 

・駅南 2丁目 5番 1号 

 

1,329 平成５年 

30年 

47年 

６ 伏木中学校 体育館 

・伏木古府 3丁目 1番 1号」 

  

1,376 平成４年 

20年 

47年 

７ 牧野中学校 体育館 

・上牧野 123番地の１ 

 

830 昭和 61年 

37年 

47年 

８ 五位中学校 体育館 

・立野 500番地 

  

885 昭和 46年 

52年 

47年 

９ 戸出中学校 体育館 

・戸出光明寺 2000番地 

 

1,122 昭和 53年 

45年 

47年 

10 中田中学校 体育館 

・中田 260番地 

 

878 昭和 49年 

50年 

47年 

11 福岡中学校 体育館 

・福岡町荒屋敷 350番地 

  

1,801 昭和 52年 

46年 

47年 

12 国吉義務教育学校後期課程 

体育館 

・佐加野 2384番地 

883 昭和 62年 

36年 

47年 

 

 


